
バイタル測定では、上記のような基礎データに加え、受け持ち患者さんの特性に
合わせた項目を付け足してみよう┝

また、『脈拍』では自覚症状の有無、呼吸では努力呼吸の有無を加えて確認すると、
アセスメントの幅が広がりますよ！

＜コラム①＞



『SOAP』は、受け持ち患者さんの看護計画を立てるスタート地点です┨
S（Subject） ：主観のこと。患者さんがおっしゃられたことなど
O（Object） ：客観のこと。バイタル測定の結果から得られた情報
A（Assessment） ：アセスメント。“S”と“O”を踏まえて自分が考えたこと
P（Plan） ： 計画。“S”と“O”と“A”を踏まえてどのようなケアが必要か

＜コラム②＞


